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2１月21日㈭　社会教育団体懇話会幹事会　小・中ＰＴＡ事務局事務室　事務局長出席 ひとくち情報
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本
年
度
第
２
回
目
の
編
集
委
員
会

が
２
月
16
日（
火
）に
新
潟
市
中
央
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

〈
編
集
委
員
〉

編
集
長　
田
原　
　
理（
事
務
局
）

委　
員　
大
坪　
美
樹（
上
越
市
）

　
　
　
　
小
林　
朋
広（
県
推
進
セ
）

　
　
　
　
長
谷
川
健
康（
三
条
市
）

　
　
　
　
佐
藤　
　
亨（
出
雲
崎
町
）

　
　
　
　
渡
辺
佳
津
志（
聖
籠
町
）

　
　
　
　
船
山　
靖
子（
新
潟
市
）

　
　
　
　
吉
田
英
津
子（
新
潟
市
）

　

編
集
委
員
の
任
期
は
２
年
で
す

が
、今
回
の
会
議
が
２
年
目
で
、委

員
と
し
て
最
後
の
会
議
と
な
り
ま

し
た
。

　

会
議
で
は
、平
成
28
年
度
前
期
執

筆
計
画
、特
集
記
事
編
成
、全
体
紙
面

構
成
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
紙
面
構
成
で
は

　
○�

全
体
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
構

成
に
な
っ
て
い
る
。
新
し
い
段

の
組
み
方
な
ど
工
夫
が
見
ら
れ

る
構
成
に
な
っ
た
。

　
○�
特
集
は
読
み
応
え
の
あ
る
記
事

に
な
っ
て
い
た
。

　
○�
カ
ラ
ー
印
刷
は
好
評
。
で
き
れ

ば
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
が
良
い
が
予

算
上
困
難
で
あ
れ
ば
現
状
を
継

続
し
て
欲
し
い
。

　
○�

写
真
を
多
く
使
用
す
る
記
事
は

読
み
や
す
く
好
評
で
あ
る
。

　
○�「
編
集
長
の
つ
ぶ
や
き
」は
好
評

で
あ
る
。

　

以
上
の
意
見
か
ら
、来
年
度
の
紙

面
構
成
は
現
状
を
継
続
す
る
方
向
で

編
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、記
事
の
執
筆
順
は
従
来
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
守
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
１
回
編
集
委
員
会（
昨
年
６
／

26
開
催
）で
決
定
し
て
い
る
来
年
度

前
期
の
執
筆
割
当
は
次
の
と
お
り
で

す
。
後
期
の
割
当
は
、７
月
開
催
予

定
の
第
１
回
編
集
委
員
会
で
検
討
さ

れ
決
定
し
ま
す
。

「
特
集
」の
テ
ー
マ
、執
筆
予
定
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、執
筆
予
定
者
は
執
筆
交
渉

を
経
て
か
ら
決
定
し
ま
す
の
で
現
在

は
あ
く
ま
で
も
予
定
で
す
。

　

今
後
も
、紙
面
の
充
実
に
一
層
努

め
て
参
り
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
紙
編
集
委
員
会
開
催
さ
れ
る�

編
集
長
　
田
原
　
　
理
　

月 表紙 ひろば サークル交流 素顔拝見 お元気

４ 胎 内 市 長 岡 市 新発田市 上 越 市 南魚沼市 柏 崎 市 十日町市

５ 柏 崎 市 関 川 村 燕 市 新 潟 市 上 越 市 胎 内 市 田 上 町

６ 弥 彦 村 南魚沼市 糸魚川市 十日町市 加 茂 市 魚 沼 市 新 潟 市

７ 津 南 町 五 泉 市 佐 渡 市 魚 沼 市 新 潟 市 五 泉 市 湯 沢 町

８ 糸魚川市 聖 籠 町 長 岡 市 新発田市 佐 渡 市 阿 賀 町 妙 高 市

９ 見 附 市 新 潟 市 上 越 市 胎 内 市 妙 高 市 新発田市 出雲崎町

月　号 テーマ 執筆予定者 編集担当者

４月758号 新年度の活動に向けて 会長 事 務 局 長

５月759号 新任職員ガイド 事務局長 事 務 局 長

６月760号 県大会展望 妙高市 上 越 委 員

７月761号 関ブロ大会への参加を 事務局長 事 務 局 長

８月762号 特別寄稿１ 牧野　篤・東大教授 中 越 委 員

９月763号 県大会を振りかえって 大会実行委員会 上 越 委 員

10月764号 特別寄稿２ 丸田秋男・医福大副学長 下 越 委 員

11月765号 特別寄稿３ 平山征夫・前県知事 新潟市委員

12月766号 座談会市民ベテラン編 事務局長 新潟市委員

１月767号 座談会市民若者編 事務局長 中 越 委 員

２月768号 全国セミナーレポート セミナー参加者 下 越 委 員

３月769号 新年度に向けて 事務局長 事 務 局 長

№757（第３種郵便物認可） 	 平成28年３月15日



3 ひとくち情報 １月29日㈮　新潟県生涯学習協会役員会　黒埼地区公民館　事務局長出席

ひろばひろば

出雲崎町教育委員会
教育長　佐藤　　亨

阿賀町社会教育委員
公民館運営審議会委員  

副委員長　長谷川智子

「仕事に感動を」

　

私
の
住
ん
で
い
る
集
落
は
、23
戸

の
農
村
集
落
で
、ほ
と
ん
ど
の
家
が

コ
シ
ヒ
カ
リ
栽
培
農
家
で
す
。
集
落

で
は
、皆
が
元
気
に
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、一
年
を
通
じ
て
様
々
な
行
事
を

行
い
老
い
も
若
き
も
全
員
参
加
型
で

楽
し
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、集
落
セ
ン

タ
ー
で
は
趣
味
の
写
真
や
生
花
、謡

曲
、祝
い
唄
を
は
じ
め
農
業
談
義
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
活
発
に

活
動
し
て
い
る
こ
と
も
集
落
の
活
性

化
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
家
業
は
温
泉
旅
館
で
、集
落

に
隣
接
す
る
御
神
楽
温
泉
に
あ
り
ま

す
。
今
年
は
、恒
例
の
イ
ベ
ン
ト「
冬

の
温
泉
ま
つ
り
」で「
私
の
住
ん
で
居

る
集
落
の
自
慢
話
大
会
」を
開
催
し

ま
し
た
。
我
が
集
落
の
ほ
か
に
５
集

落
か
ら
１
４
０
人
の
参
加
が
あ
り
、

区
長
さ
ん
や
子
供
た
ち
が
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
て
我
が
ム
ラ
の
名
産
や
歴

史
、子
ど
も
の
多
さ
な
ど
自
慢
合
戦

を
繰
り
広
げ
観
客
を
大
い
に
沸
か

せ
、笑
い
は
会
場
を
一
体
化
さ
せ
大

成
功
で
し
た
。

　

そ
こ
で
思
う
こ
と
は
、公
民
館
事

業
の
こ
と
で
す
。
い
つ
も
参
加
者
集

め
で
四
苦
八
苦
と
聞
き
ま
す
。
町
村

合
併
か
ら
職
員
削
減
で
、運
営
は
大

変
な
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
課

題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、是
非
今
回

は
職
員
一
丸
と
な
っ
て
事
業
に
取
り

組
み
、成
功
の
達
成
感
を
体
と
心
で

感
動
で
き
る
年
と
な
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

営
）を
担
う
。担
当
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の

立
場
に
成
り
き
っ
て
、船
に
乗
る
住

民
を
目
的
地
へ
と
案
内
す
る
。

　
「
橋
が
な
け
れ
ば
渡
ら
れ
ぬ
」と
い

う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
よ
う
に
、目
的

を
達
し
よ
う
と
思
え
ば
、そ
の
為
の

手
段
が
な
く
て
は
で
き
な
い
。ま
た
、

人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
得
手
あ
り
、不
得

手
あ
り
だ
か
ら
そ
れ
を
心
得
ね
ば
な

ら
な
い
。だ
か
ら
、単
な
る
運
営
で
は

光
ら
な
い
し
、こ
こ
が
難
し
い
。
担

当
の
知
恵
、情
熱
、誠
意
が
こ
こ
で
発

揮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

１
年
後
に「
公
民
館
丸
」が
帰
港
す

る
時
に
は
ど
ん
な“
宝
も
の
”を
積
ん

で
い
る
の
だ
ろ
う
。
住
民
が
事
業
を

通
し
て「
や
り
遂
げ
た
満
足
感
、驚

き・
発
見
、地
域
づ
く
り
に
楽
し
み
」

を
得
た
と
な
る
な
ら
ば
、素
晴
ら
し

い
宝
も
の・
財
産
を
積
ん
で
終
結
し

た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
財
産
が
住
民

の『
生
き
る
喜
び
の
力
』と
な
れ
ば
、

こ
れ
に
優
る
も
の
は
な
い
。

　

公
民
館
は
住
民
の
学
び
た
い
と
い

う
需
要
に
対
し
て
総
合
的
に
応
え
る

施
設
で
も
あ
る
。
生
涯
学
習
を
通
し

て
、住
民
が
真
に
豊
か
で
充
実
し
た

人
生
を
送
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、公

民
館
職
員
は
公
民
館
の
あ
る
べ
き
姿

を
間
断
な
く
模
索
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
と
考
え
る
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」が

船
出
し
た
。
役
者
も
そ
の
人
に
成
り

き
ら
ね
ば
な
ら
い
か
ら
、俳
優
と
言

え
ど
も
磨
き
の
場
だ
。
Ｔ
Ｖ「
真
田

丸
」は
ど
ん
な
ド
ラ
マ
を
も
っ
て
終

結
す
る
の
だ
ろ
う
。楽
し
み
で
あ
る
。

　

新
年
度
に
な
る
と
、我
が
町
の「
公

民
館
丸
」も
船
出
し
、各
種
事
業
が
開

催
さ
れ
る
。船
の「
舵
取
り
」役
は
、進

む
方
向
を
し
っ
か
り
定
め
な
く
て
は

な
ら
な
い
し
、船
員「
推
進
」役
は
目

的
に
沿
っ
て
、な
め
ら
か
な
航
海（
運

掲示板 HOT NEWS ホームページ公開中

「
公
民
館
丸
」
の
船
出

　本会のホームページは平成26
年度から運用を始め、各種公民館
情報を公開しています。
　内容は、組織など基本情報の他
に、各地区の研修会の活動などを
写真とともに掲載しています。
　また、記録として保存するため
に次の情報も公開しています。

１　過去の公民館月報
　　（１号～ 742号）
２　過去の実践記録シリーズ
　　＊�どちらも前年度まで発行済

みのすべて
　ネットで「新潟県公民館連合会」
と打ち込み検索すると簡単にホー
ムページにアクセスできます。

ホームページ　トップページの写真です。

№757（第３種郵便物認可） 	 平成28年３月15日 



4２月２日㈫　県大会妙高大会開催準備会　妙高市役所　事務局長出席 ひとくち情報

特
集

　

２
月
19
日（
金
）に
理
事
会
と
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、平

成
27
年
度
の
会
務
報
告
と
平
成
28
年
度
本
会
活
動
基
本
方
針

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
基
づ
き
、５
月
に
開
催
さ
れ
る

今
年
度
の
第
１
回
理
事
会
、評
議
員
会
を
経
て
今
年
度
の
事

業
が
始
ま
り
ま
す
。そ
の
詳
細
を
次
に
述
べ
ま
す
。

１　
運
営
の
基
本
方
針

　

公
民
館
は
、戦
後
、自
治
活
動
の
拠
点
と
し
て
制
度
化
さ

れ
、地
域
住
民
が
身
近
に
つ
ど
い
、学
び
、活
動
す
る
場
所
と

し
て
社
会
教
育
の
振
興
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、人
づ
く
り・

地
域
づ
く
り
等
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、わ
が
国
は
少
子・
高
齢
化
、高
度
情
報
化
、

生
活
様
式
や
価
値
観
の
多
様
化
、地
域
社
会
に
お
け
る
人
間

関
係
や
連
帯
感
の
希
薄
化
な
ど
、私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

は
、急
速
に
大
き
く
変
化
を
し
て
お
り
、地
域
の
絆
を
深
め
、

活
力
の
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
は
、平
成
25
年
６
月
に「
第
２
期
教
育
振
興
基
本
計

画
」を
策
定
し
、「
絆
と
活
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
」の
実

現
を
強
調
し
ま
し
た
。こ
れ
を
契
機
に
、私
た
ち
公
民
館
関
係

者
が
一
層
研
鑽
を
深
め
、連
携
を
強
め
、公
民
館
の
機
能
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
社
会
の
要
請
や
人
々
の
期
待
に
応
え
る

場
と
な
る
よ
う
、生
活
に
密
着
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解

決
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
教
育
法
の
し
ば
り
を
少
な
く
す
る
動
き
や
公
民
館
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
や
指
定
管
理
制
移
行
な
ど
依
然

と
し
て
公
民
館
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
一
方
、厳
し
い
中
で
も
、公
民
館
が
地
域
住
民
の
心
の
拠

り
所
、日
常
生
活
や
非
常
時
に
安
心
し
て
頼
れ
る
施
設
と
な
っ

て
、大
き
な
存
在
感
を
示
し
て
い
る
公
民
館
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、人
々
が
求
め
る
公
民
館
と
し
て

一
層
の
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
の

運
営
で
、さ
ら
な
る
、地
域
の
課
題
、生
命
、健
康
、人
権
、家

庭・
家
族
、地
域
の
連
帯
、ま
ち
づ
く
り
、少
子・
高
齢
化
社
会
、

男
女
共
同
参
画
社
会
、国
際
理
解
、環
境・
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の

現
代
的
な
課
題
を
と
り
あ
げ
、事
業
と
し
て
実
践
す
る
こ
と

に
よ
り
、公
民
館
が
、い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、だ
れ
で
も
、公

民
館
が
地
域
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
と
な
る

よ
う
、さ
ら
な
る
工
夫
と
努
力
が
必
要
で
す
。

　

今
、私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、ま
さ
に「
公
民
館

力
」の
向
上
で
す
。
公
民
館
で
は
、こ
れ
ら
の
課
題
の
も
と
に

行
わ
れ
る
各
種
の
事
業
や
そ
の
成
果
を
高
め
る
教
室・
講
座

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
活
動
を
と
お
し
て
、人
と

人
と
の
絆
を
強
く
す
る
な
ど
の
役
割
も
果
た
し
地
域
づ
く
り

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。今
後
は
、こ
れ
ら
の

公
民
館
機
能
の
ま
す
ま
す
の
充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

大
会
、研
修
会
等
の
開
催
に
つ
い
て
は
、県
公
民
館
大
会
も

含
め
、参
加
者
の
資
質
向
上
と
組
織
の
団
結
力
等
を
高
め
連

帯
感
の
醸
成
を
図
る
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
こ
と
か
ら

一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
主
と
し
て
、さ
ら
に
、公
民
館
が
生

涯
学
習
推
進
の
中
核
施
設
と
し
て
学
び
の
拠
点
、地
域
づ
く

り・
人
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
一
層
重
要
な
役
割
を
果
た
す

た
め
、各
行
政
機
関・
組
織
と
連
携
し
、地
域
住
民
の
理
解・
協

力
を
得
な
が
ら
、次
の
５
点
を
重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

　
（
１
）関
係
組
織
と
の
連
携
強
化

　
（
２
）職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
地
区
研
修
事
業
の
実
施 

　
（
３
）情
報
収
集
の
充
実
、提
供

　
（
４
）主
催
事
業
、関
係
事
業
の
実
施
と
支
援

　
（
５
）財
政
基
盤
の
強
化 

２　
重
点
事
業

　
（
１
）関
係
組
織
と
の
連
携
強
化

　
　
　
関
係
組
織
と
の
連
携
強
化
を
図
る
、

　
　
①�

全
国
公
民
館
連
合
会
研
修
等
諸
事
業
へ
の
参
加・協
力

　
　
②�

関
東
甲
信
越
静
公
民
館
連
絡
協
議
会
と
の
連
携
、本

大
会
の
運
営
協
力

　
　
③�

新
潟
県
社
会
教
育
団
体
懇
話
会
と
の
連
携　

事
務
局

担
当（
Ｈ
27
～
28
年
度
）

　
　
　

�

新
潟
県
社
会
教
育
行
政
機
関・
団
体
等
と
の
連
携
、事

　
事
務
局
長
　

　
田
原
　
　
理
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業
へ
の
参
加・協
力

　
（
２
）研
修
事
業
の
充
実

　
　

�　

上・
中・
下
越
地
区
公
連・
新
潟
市
研
修
会
の
共
催
及

び
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
研
修
事
業
へ
の
参

加
に
よ
り
、効
率
的
な
研
修
を
推
進
し
、職
員
の
専
門
的

知
識・技
能
の
向
上
を
図
る
。

　
　
①�

上・
中・
下
越
公
連・
新
潟
市
の
職
員
、公
運
審
委
員
等

の
研
修
の
実
施

　
　
②�

公
民
館
長
、職
員
の
専
門
的
資
質
向
上
研
修
の
実
施

　
　
③�

県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
研
修
事
業
へ
の
積

極
的
な
参
加

　
　
④�

全
国
公
民
館
セ
ミ
ナ
ー
研
修
会
へ
県
内
公
民
館
職
員

の
参
加
推
薦

　
　
⑤
研
修
資
料
の
作
成・提
供

　
（
３
）情
報
提
供
事
業
の
充
実　
情
報
の
収
集
、提
供

　
　

�　

多
様
な
学
習
機
会
の
提
供・
開
発
に
関
す
る
情
報
の

相
互
交
換
に
よ
り
、公
民
館
事
業
の
活
性
化
に
努
め
る
。

　
　
①�

新
潟
県
公
民
館
月
報
の
販
売
促
進
と
紙
面
内
容
の
さ

ら
な
る
充
実

　
　
②�

全
公
連
の
情
報
を
得
な
が
ら
、関
ブ
ロ
公
連
、地
区
公

連
と
の
情
報
交
換
の
促
進

　
　
③
研
修
資
料
等
の
作
成・提
供

　
　
④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
拡
充

　
　
　

�　

発
行
済
み（
前
年
度
ま
で
）の
新
潟
県
公
民
館
月
報

の
デ
ー
タ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、適
切
な
情
報

更
新　

役
員・
組
織
、規
約
、地
区
事
業
紹
介
、各
種
大

会
等
計
画・参
加
申
込
み
等

　
　
　
公
民
館
名
鑑
、実
践
事
例
集
の
公
開

　
（
４
）主
催
事
業
、関
係
事
業
の
実
施
と
支
援

　
　

�　

県
公
民
館
大
会
の
開
催
、関
東
甲
信
越
静
公
民
館
大

会
開
催
協
力
、各
地
区
公
連
研
修
会
の
開
催
と
支
援

　

(

５
）本
会
運
営
上
の
財
政
基
盤
の
強
化

　
　
①�

新
潟
県
市
長
会
、町
村
会
及
び
全
国
公
民
館
連
合
会

へ
の
援
助・要
望

　
　
②�

自
主
財
源
確
立
の
た
め
の
調
査
検
討
委
員
会
の
活
動

継
続

３　
事
業
計
画

　
（
１
）役
員
会

　
　
①
評
議
員
会
…
…
…
年
２
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
５
月
20
日（
金
）新
潟
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
２
月
21
日（
火
）新
潟
市

（
平
成
29
年
）

　
　
②
理
事
会
…
…
…
…
年
３
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
５
月
20
日（
金
）新
潟
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
６
月
10
日（
金
）新
潟
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
２
月
21
日（
火
）新
潟
市

（
平
成
29
年
）

　
　
③
監
事
会
…
…
…
…
５
月
10
日（
火
）新
潟
市

　
　
④
正
副
会
長
会
…
…
必
要
に
応
じ
て

　
（
２
）専
門
委
員
会

　
　
①
編
集
委
員
会
…
…
年
２
回（
６
月
、２
月
）

　
　
②�
自
主
財
源
確
立
の
た
め
の
調
査
検
討
委
員
会　

必
要

に
応
じ
て

　
（
３
）上
部
組
織
連
絡
会
議・研
修
会

　
　
①
全
国
公
民
館
連
合
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
年
１
回　
会
長
、事
務
局
長
参
加

　
　
②
関
東
甲
信
越
静
公
民
館
連
絡
協
議
会
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
年
２
回 　
会
長
、事
務
局
長
参
加

　
　
③�

関
東
甲
信
越
静
公
民
館
連
絡
協
議
会
理
事
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
年
１
回　
会
長
、事
務
局
長
参
加

　
（
４
）大
会
、研
修
会
、講
習
会
へ
の
参
加

　
　
①
地
区
公
民
館
大
会
、研
修
会  

　
　
　
～
上・中・下
越・新
潟
市　
ブ
ロ
ッ
ク
別
実
施
～

　
　
②
第
67
回
新
潟
県
公
民
館
大
会

　
　
　
平
成
28
年
７
月
15
日（
金
）妙
高
市
文
化
ホ
ー
ル

　
　
③
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
事
業・研
修
会

　
〈
以
下
上
部
団
体
研
修
〉

　
　
④
第
57
回
関
東
甲
信
越
静
公
民
館
研
究
大
会 

兼                 

　
　
　
第
38
回
全
国
公
民
館
研
究
集
会

　
　
　
平
成
28
年
８
月
25
日(

木)

・26
日（
金
）

　
　
　
神
奈
川
県
相
模
原
市

　
　
　
＊
全
国
７
ブ
ロ
ッ
ク
開
催
を
兼
ね
る
。
平
成
28
年
度
か
ら
。

　
　
　
＊
第
58
回
群
馬
県
大
会

　
　
　
平
成
29
年
８
月
24
日（
木
）・25
日（
金
）

　
　
　
群
馬
県
前
橋
市

　
　

⑤
第
28
回
公
民
館
全
国
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加  

　
　
　
平
成
29
年
１
月

　
　
　
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
⑥
関
東
甲
信
越
静
公
民
館
連
絡
協
議
会

　
　
　
理
事
会
①
平
成
28
年
５
月
12
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
相
模
原
市
大
野
南
公
民
館

　
　
　
　
　
　
②
平
成
28
年
11
月
９
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
理
事
会・研
修
会　
東
京
八
重
洲
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
③
平
成
29
年
２
月
３
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
群
馬
県・前
橋
市
中
央
公
民
館

　
（
５
）資
料
、刊
行
物
の
発
行・斡
旋

　
　
　
省
略

　
（
６
）社
会
教
育
機
関・団
体
と
の
連
携
事
業
、運
動

　
　
　
委
員
委
嘱
団
体
等
は
会
長
、副
会
長
、事
務
局
長
で
分
担

　
　
　
特
別
委
嘱　
新
潟
県
社
会
教
育
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
高
齢
者
大
学
運
営
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
地
域
家
庭
教
育
推
進
協
議
会
委
員

　
　
　
大
会
来
賓　
新
潟
県
社
会
教
育
研
究
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
民
福
祉
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
会
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シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

実
践

記
録
実
践

記
録216

うちのでないと
�～若者の公民館利用者拡大を目指す～

新潟市西地区公民館

【
は
じ
め
に
】

　

当
公
民
館
で
は
利
用
団
体
数
減
少
の
対
応
策
と
し

て
、平
成
25
年
度
よ
り
、新
規
講
座
を
立
ち
上
げ
自
主
グ

ル
ー
プ
化
ま
で
支
援
す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
今
ま
で
に
な
い
若
者
向
け
の
講
座
を
立
ち
上

げ
、若
者
の
利
用
者
拡
大
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し

ま
し
た
。

【
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
】

　

企
画
に
あ
た
り
、実
際
の
若
者
の
意
向
を
取
り
入
れ

る
た
め
、20
～
30
代
の
公
民
館
活
動
協
力
員
か
ら
企
画

会
議
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
若
者
が
参
加
し
や

す
い
よ
う
月
曜
夜
間
の
開
催
、対
象
年
代
を
絞
る
な
ど

の
工
夫
を
し
、「
大
人
の
家
庭
科
」「
作
る
楽
し
み
」「
地

域
活
性
化
」を
テ
ー
マ
と
し
た
西
地
区
公
民
館
な
ら
で

は
の
若
者
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、講
座
名
は「
内
野
の
夜
」と「
内
野
で
な
い
と
体

験
で
き
な
い
」と
い
う
意
味
を
掛
け
合
わ
せ
た『
う
ち
の

で
な
い
と
』に
決
定
し
ま
し
た
。

【
活
動
内
容
の
様
子
】

　
第
１
回
：
「
お
い
し
い
紅
茶
で
自
己
紹
介
」

�

（
17
名
参
加
）

　

�　

お
い
し
い
紅
茶
の
入
れ
方
を
学
ん
だ
後
、紅
茶
を

飲
み
な
が
ら
各
班
で
自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。

　
第
２
回
：「
癒
し
の
レ
イ
ン
ボ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
」

�

（
18
名
参
加
）

　

�　
和
ろ
う
そ
く
を
再
利
用
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ン

ド
ル
を
作
り
、各
班
で
作
品
を
披
露
し
合
い
ま
し
た
。

　
第
３
回
：
「
プ
ロ
か
ら
教
わ
る
魚
の
お
ろ
し
方
」

�

（
19
名
参
加
）

　

�　
若
い
男
性
向
け
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
た
内

容
で
す
。
お
寿
司
屋
の
板
長
指
導
の
も
と
、皆
で
失

敗
を
恐
れ
ず
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。

　

�

第
４
回
：
「
き
ち

ん
と
和
食
～
酒
粕

＆
お
か
ら
レ
シ

ピ
」（
19
名
参
加
）

　

�　

酒
蔵
の「
酒

粕
」、豆
腐
屋
の

「
お
か
ら
」、内
野

地
域
な
ら
で
は
の

食
材
で
調
理
し
ま
し
た
。
地
域
の
元
気
な
女
性
た
ち

を
講
師
に
、若
い
参
加
者
と
の
交
流
も
図
り
ま
し
た
。

　
第
５
回
目
：
「
お
た
の
し
み
茶
話
会
」（
15
名
参
加
）

　

�　
お
店
の
方
か
ら

出
張
カ
フ
ェ
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
番
外
編
の
企

画
を
テ
ー
マ
に
フ

リ
ー
ト
ー
ク
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　
�

番
外
編
①
：
「
和

食
の
基
本
は
お
い

し
い
ダ
シ
か
ら
」

�
（
19
名
参
加
）

　

�　

参
加
者
企
画
の
一
案
目
と
し
て「
ダ
シ
」の
回
と

し
、ダ
シ
の
種
類
、取
り
方
、飲
み
比
べ
の
後
、ダ
シ

を
使
っ
た
調
理
を
し
ま
し
た
。

　
番
外
編
②
：
「
い
も
ジ
ェ
ン
ヌ
ｄ
ｅ
ク
ッ
キ
ン
グ
」

�

（
25
名
参
加
）

　

�　

参
加
者
企
画
の
二
案
目
、新
潟
市
西
区
の
特
産

品
の
い
も
ジ
ェ
ン
ヌ（
さ
つ
ま
い
も
）を
使
っ
た
調
理

を
行
い
ま
し

た
。
い
も

ジ
ェ
ン
ヌ

は
、活
動
協

力
員
の
畑
で

栽
培
し
た

も
の
を
提
供

い
た
だ
き
、

職
員
及
び

企
画
委
員
で

い
も
掘
り
を

し
て
調
達
し

ま
し
た
。

【
成
果
】

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、楽
し
か
っ
た
、も
っ
と
続

け
た
い
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
若
者
に

と
っ
て
は
職
場
で
も
な
い
家
庭
で
も
な
い
楽
し
く
交
流

で
き
る
第
３
の
居
場
所
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、若
者
の
公
民
館
利
用
拡
大
の
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、今
回
の
講
座
の
よ
う
に
、講
師
を
内
野
商
店

街
の
方
等
に
依
頼
し
た
り
、内
野
な
ら
で
は
の
食
材
を

使
用
す
る
な
ど
、地
域
な
ら
で
は
の
題
材
を
テ
ー
マ
に

す
る
こ
と
で
西
地
区
公
民
館
な
ら
で
は
の
限
定
感
、売

り
と
な
る
講
座
を
開
催
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

【
今
後
の
展
開
】

　

参
加
者
の
自
主
グ
ル
ー
プ
化
に
つ
な
げ
、公
民
館
利

用
が
拡
大
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

若
者
に
も
口
コ
ミ
が
有
効
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
今
ま
で
公
民
館
を
利
用
し
た
こ
と
の
な
い
若
者
に

と
っ
て
は
、友
人
か
ら
の
口
コ
ミ
が
あ
れ
ば
参
加
し
て

み
よ
う
と
思
え
る
そ
う
で
す
。
公
民
館
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く

れ
る
若
者
の
利
用
を
少
し
ず
つ
で
も
増
や
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。�

（
高
山
）

№757（第３種郵便物認可） � 平成28年３月15日 
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機
織
り
を
経
て

染
織
サ
ー
ク
ル

　

市
の
伝
統
産
業
を
後
世
に
伝
え

る
た
め
昭
和
57
年
に
機
織
り
教
室

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当

初
の
人
気
は
高
く
、織
機
の
台
数
に

限
り
が
あ
る
た
め
抽
選
で
も
れ
た

人
も
沢
山
い
ま
し
た
。
平
成
12
年

か
ら「
染
織
サ
ー
ク
ル
」と
し
て
立

ち
上
が
り
、毎
週
日
曜
日
に
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
主
に
市
の
展
示
会

や
地
区
公
民
館
の
文
化
祭
の
出
展

に
向
け
て
、タ
ペ
ス
ト
リ
ー
や
小

物
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、公

民
館
の「
は
た
お
り
教
室
」で
講
師

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
充

実
し
た
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、高
齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ

CirCle
サークル交流

後
継
者
探
し
と
い
う
心
配
の
種
も

あ
り
ま
す
。
見
附
の
産
業
を
支
え

た「
機
織
り
」を
少
し
で
も
残
せ
る

よ
う
、こ
れ
か
ら
も
織
り
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
見
附
市・染
織
サ
ー
ク
ル

�

三
本
恵
美
子　
記

　
湯
沢
町・手
編
み
サ
ー
ク
ル

�

松
田　
久
子　
記

教
え
た
り
考
え
た
り
し
な
が
ら
何

と
か
皆
す
て
き
な
作
品
を
作
っ
て

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
毎
回
出
席
率

も
良
く
、家
で
一
人
で
編
ん
で
い
る

よ
り
大
勢
で
集
ま
っ
て
い
ろ
ん
な

話
を
し
な
が
ら
ボ
ケ
防
止
に
も
な

る
し
一
石
二
鳥
で
す
。

　

２
時
間
位
の
手
仕
事
の
後
の
お

茶
の
時
間
が
ま
た
楽
し
み
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
皆
で
持
ち
寄
っ
た
手
作

り
の
漬
け
物
や
煮
物
等
で
話
が
は

ず
み
ま
す
。
皆
の
完
成
し
た
す
ば

ら
し
い
作
品
は
、成
果
の
発
表
と
し

て
年
に
１
回
の
文
化
祭
に
出
品
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が

ら
編
物
を
や
っ
て
行
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

楽
し
ん
で
編
も
う

手
編
み
サ
ー
ク
ル

　

公
民
館
の
和
室
で
毎
週
月
曜
日

の
午
後
、１
年
を
と
お
し
て
編
物
を

や
っ
て
い
ま
す
。
平
均
年
齢
60
才

以
上
、80
代
の
人
も
数
人
い
ま
す
。

　

別
に
教
え
る
先
生
は
い
ま
せ
ん

が
、お
互
い
に
わ
か
ら
な
い
所
は

　平成19年度から公民館新道
分館の業務に携わり、現在は講
座の企画・運営を中心に新道分
館の業務をテキパキこなす髙橋
さん。講座の企画やお便りの作
成では、地域の方の要望や新しい視点を取り入れ
ようと工夫し、たくさんのアイデアが出てきま
す。また、ご自身が過去に受講されていた「母親
学級」での経験を踏まえ、公民館での学びの大切
さを伝えようとする姿にいつも刺激を受けます。
　「ゆっくりしていってー」と言いながら、温かい
笑顔で迎え入れてくれる髙橋さん。ついつい長
居して私もいろんなことを相談しています。丁
寧な窓口対応と講座運営のおかげで、新道分館に
いらっしゃる方はみなさん笑顔。地域の方々か
ら厚く信頼されています。これからも地域の人
と人をつなぐ、温かい公民館の運営を続けてくだ
さいね。
（上越市社会教育課　社会教育主事　大坪　美樹　記）

上越市社会教育課

公民館協力員　髙橋由美子さん

　豊栄地区公民館２年目の岩
野こずえさんを紹介します。
　「サタディキッズ、頑張れ
～！」体育館に岩野さんの大き
な声が響きます。１月の他館と
地域の団体との３団体合同運動会。小学生対象
の体験活動事業「サタディキッズ」での１コマで
す。当日の子ども達は過去最高の盛り上がりで、
異学年異学校の参加者の団結力が増強したとか。
何ごとにも一生懸命な岩野さんは、学生スタッフ
や活動協力員の信頼も厚いのです。
　誰にでも誠実に対応し、講座に参加された方々
と良好な関係を築いています。雑学を含め、物知
りな面もあり、昼休みの事務室での雑談に笑いの
花が咲くこともしばしばです。
　来年度の講座がどのような内容になるのかと
ても楽しみです。

（新潟市豊栄地区公民館　鈴木由美子　記）

新潟市豊栄地区公民館

嘱託　岩野こずえさん

№757（第３種郵便物認可） 	 平成28年３月15日 
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恵
贈
資
料

　
　紹
介

　

平
成
28
年
１
月
６
日（
水
）

～
８
日（
金
）に
国
立
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
セ

ミ
ナ
ー
の
研
修
内
容
を
収
録
し

た
資
料
で
す
。

　

こ
の
研
修
会
は
、一
流
の
講

師
を
迎
え
、毎
回
、レ
ベ
ル
の

高
い
研
修
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、県
内
公
民
館
職

員
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
来

年
度
も
同
時
期
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
職
員
の
研
修
と
し
て
ど

う
ぞ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

大 切 な 子 ど も た ち の た め に

　日本の将来を担う大切な子どもたちや、地域住
民の安全を確保するため、公立学校施設の耐震化
を推進しています。

新潟県公立学校施設整備促進期成会
会長（出雲崎町長）　小　林　則　幸
新潟市中央区新光町4-1　新潟県自治会館内
TEL 025（285）0041　　FAX 025（285）1609

食
べ
も
の
と
し
て
は
衝
撃
的
で
し
た
。

　

同
じ
く
50
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る

「
公
民
館
月
報
」は
世
界
に
誇
る
と

か
、衝
撃
的
と
か
は
無
縁
で
す
が
、い

つ
も
ち
ょ
っ
と
だ
け
の
前
進
を
心
が

け
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
年
間
の
ご

購
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
田
原
）

　

日
本
が
世
界
に
誇
る
も
の
は
数
多

く
あ
り
ま
す
が
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー

メ
ン
も
そ
の
一
つ
。
今
で
も
人
気
の

「
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
」（
日
清
食
品
）が

登
場
し
た
の
は
、今
か
ら
50
年
以
上
も

前
で
、ど
ん
ぶ
り
に
麺
を
入
れ
て
熱
湯

３
分
で
で
き
る
ラ
ー
メ
ン
は
当
時
の

事
務
局
長
の

つ
ぶ
や
き

「
季
節
の
中
で
」

※「
お
元
気
で
す
か
」の
コ
ー
ナ
ー
は
現
役
を
リ
タ
イ
ア
し
た
方
が
そ
の
後
も
元
気
に
活
動
し
て
い
る
様
子
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

気

す

元

で

か

お
第
３
回
関
東
甲
信
越
静
公
民
館

連
絡
協
議
会
理
事
会（
関
ブ
ロ
）開
催

　
今
年
度
３
回
目
の
関
ブ
ロ
理
事

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
理
事
の

佐
藤
会
長
と
田
原
事
務
局
長
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
期
日
：
平
成
28
年
２
月
５
日（
金
）

　
　
　
　
13
：
30
～
16
：
30

　
会
場
：
相
模
原
市
橋
本
公
民
館

　
　
＊�

来
年
の
関
ブ
ロ
大
会
の
分

科
会
会
場
の
一
つ

　
内
容
：

　
１　

�

関
ブ
ロ
東
京
大
会
の
事
業

報
告
、会
計
決
算
、監
査

　

２　

�

平
成
28
年
度
神
奈
川
大

会
、29
年
度
群
馬
大
会
開

催
概
要

　
３　

�

平
成
30
年
度
首
都
圏
大
会

予
定

　
質
疑
：

　
○�

東
京
大
会
は
土
曜
日
の
一
日

開
催
で
従
来
の
日
程
と
違
っ

て
い
た
。
参
加
費
が
一
律

３
、５
０
０
円
は
高
い
。
神

奈
川
大
会
で
は
改
善
。

　
○�

神
奈
川
大
会
で
は
昼
食
弁
当

販
売
を
し
な
い
。
会
場
周
辺

に
レ
ス
ト
ラ
ン
等
多
数
あ
る

の
で
。

　
○�

神
奈
川
大
会
で
は
会
計
の
一

元
化
を
図
る
た
め
、事
務
局

に
出
納
員
を
お
く
。

　
○�
各
県
公
連
で
、構
成
市
町
村
の

財
源
縮
小
か
ら
予
算
上
に
問

題
が
生
じ
て
い
る
県
が
あ
る
。予算運営について会議後善後策を協議

芳
賀
代
志
栄

（
長
岡
市
）

　

自
分
は
い
つ
も「
元
気
」だ
と
思
っ
て

い
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
あ
ま
り
泣
い
た

こ
と
が
な
い
。
そ
れ
が
、こ
の
た
び
だ
け

は
ど
ん
底
気
分
を
味
わ
っ
て
い
た
。

　

秋
に
、夫
が
急
に
体
調
を
崩
し
、た
っ

た
16
日
間
の
入
院
で
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。

茫
然
自
失
の
中
で
夫
を
見
送
り
、気
が
付

け
ば
私
１
人
の
暮
ら
し
に
な
っ
て
い
た
。

日
に
何
回
も
急
に
鼻
の
頭
が
ツ
ー
ン
と
し

て
き
て
涙
が
こ
み
上
げ
て
く
る
。

　

退
職
し
て
半
年
。
私
の
人
生
設
計
図
で

は
、あ
と
20
年
は
２
人
の
旅
や
ら
孫
育
て

の
夢
が
描
き
こ
ま
れ
て
い
た
の
に
と
ピ
ー

ピ
ー
泣
い
た
。
け
れ
ど
も
、こ
の
ご
ろ
気

づ
い
た
。「
だ
め
だ
、私
の『
元
気
喪
失
』は

周
り
に
伝
染
す
る
！
」

　

庭
に
植
え
た
椿
の
蕾
が
膨
ら
ん
で
い

る
。
無
趣
味
の
夫
に
私
が
押
し
付
け
た
植

物
の
世
話
を
結
構
楽
し
そ
う
に
や
っ
て
い

た
姿
を
思
い
出
す
。
百
種
を
超
え
る
私
の

植
物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
だ
が
、木
本
と
山
野
草

が
多
い
。
彼
ら
の
植
生
に
惹
か
れ
る
の
だ
。

昼
夜
の
長
さ
や
温
度
を
測
っ
て
花
を
つ
け
、

鳥
や
蝶
を
誘
っ
て
実
を
つ
け
、種
を
残
す
。

置
か
れ
た
場
所
で
生
き
て
い
く
能
力
に
は

舌
を
巻
く
ば
か
り
だ
。

　

民
生
委
員
を
し
て
い
て
、高
齢
者
さ
ん

と
の
触
れ
合
い
が
多
い
。
思
い
つ
い
て
、

先
日
、近
く
の
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
に
鉢
植

え
を
お
持
ち
し
た
。
お
雛
様
と
並
ん
で
咲

く
花
々
に
春
近
し
を
感
じ
た
。

全
国
公
民
館
セ
ミ
ナ
ー
研
修
資
料

全
国
公
民
館
連
合
会
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